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Abstract
In order to clarify the industrial product design M/hich is suited for material recycle,
construction methods and materials used of electric washers are investigated  ln experirnent,
the electric M′ashers are took apart to pieces,and the materials used and construction methods
Of those parts are classined  On the basis of the results,the industrial product design、パ/ ich i
suited for material recycle is proposed
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1.  は じ め `こ
我が国では,経済成長・国民生活の向上など
に伴い,廃棄物の排出量が増大している。その
結果,埋め立てなどの既存の処理・処分法では
追いつかず,処分が限界になりつつある。これ
らの廃棄物の処理・処分費用の増加も著しい。こ
れら費用は,国民全体で負担することになる。ま
た,地球上にある有限資源の無駄遣いなどの間
題にもまたがり,リサイクルを真剣に考えなけ
ればならなくなった。
リサイクルとは家から出されるゴミ,工場か
ら出されるクズなどをもう一度,資源として再
利用することである。前に書いたような問題に
少しでも歯止めをかけるためにも,「資源浪費型
社会」から「省資源型社会」へ転換を図ってい
く必要がある。
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リサイクルは有限資源の省資源・省エネル
ギー効果に大きな力を発揮する。最近では,全
国規模で行なわれている空き缶 。牛乳の紙パッ
ク・紙・発泡スチロール容器などの回収運動や,
いろいろな材料のリサイクル熱が高まってい
る。しかし, この反面,製品における非金属材
料の使用割合が高まったことや,製品製造にお
ける複合材料の使用比率が高まったことが,材
料のリサイクルを難しくしている。自動車,洗
濯機,テレビなどは大部分がプラスチックの複
合化により,材料ごとに分離することは,非常
にてまがかかるため, リサイクルが難しくなっ
てきている。その結果,多くは,ゴミとして捨
てられているのが現状である。この材料の複合
化はますます広がると予想される。
従つて, これまでのように単に生産性・低価
格などのみに着目するのではなく,製品の設計
段階・材料選定などの段階から, リサイクルヘ
の対応が一層必要になると思われる。
本研究は,具体的な工業製品の材料選定・製
品設計について分解調査を行い,現状を把握す
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